
至誠館大学公開授業

申し込み

（集中講義２講） 受講料無料

至誠館大学・吉田松陰研究所の野村興兒所長（学長）と三宅紹宣副所長

（広島大学名誉教授）が講師となり、公開授業「日本近代黎明史Ⅱ（後期）」

を開講します。

日本近代への歴史の流れについて、その時代背景も含めて講義します。

令和６年

木

２ 29
場 所： 至誠館大学1号館102

野村 興兒 （至誠館大学長）所 長

三宅 紹宣 （広島大学名誉教授）副所長
つ ぐ の ぶ

お問い合わせ 至誠館大学 ℡０８３８－２４－４０００

※2/26(月)申込締切！

お申込みフォームからお申込みください至誠館大学・吉田松陰研究所は、明治維新
１５０年記念として２０１８（平成３０）年に開設、
明治維新の原動力となった多くの人材を育て
た教育者である吉田松陰に関する調査・研究
を行っています。

至誠館大学
吉田松陰研究所とは

日本近代黎明史Ⅱ（後期）受講生募集
前期・後期合わせて出席された方に「修了証書」を進呈します。

① 10:30～12:00
山尾庸三とヘンリー・ダイアー（工部大学校）
24歳で工部大学校の初代都検となり、山尾庸三の熱烈な支援もあり、
工学教育に取り組んだヘンリー・ダイアーこそが技術大国日本の原点
となった。

②　12：45～14：15
久坂玄瑞の生涯
久坂玄瑞の生涯について、吉田松陰のもとでの修学から禁門の変
での自刃までをたどり、松陰の思想を継承していることを具体的に
明らかにしたい。

至誠館大学・吉田松陰研究所は、明治維新 
150年記念として2018（平成30）年に開設、
明治維新の原動力となった多くの人材を育て
た教育者である吉田松陰に関する調査・研究
を行っています。


